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本日のプログラム
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はじめに「旅する本箱」とは？

本箱
テーマⒶ

本箱
テーマⒷ

本箱
テーマⒹ

本箱
テーマⒸ

• X種類の本箱が
• Y箇所の旅先を
• Zか月毎に巡っていく

初回は、

• 4種類のテーマ
• 県内4か所
• 1カ月くらいで

旅していくことに。

旅先①

旅先②
旅先③

旅先④
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「旅する本箱」イメージ図

本箱
テーマⒶ

旅先①
• それぞれの本には選んだ人
のメッセージを仕込む

吾輩は猫である
夏目漱石

吾輩は猫である。名前は
まだ無い。
どこで生れたかとんと見
当けんとうがつかぬ。何で
も薄暗いじめじめした所
でニャーニャー泣いてい
た事だけは記憶している。

• 本箱の周囲に本やモノを一緒に
置くなど、自由なアレンジで「そ
の場らしさ」を演出

• どんなことが起こったか記録
（写真や出来事をメモ）して共
有⇒マップに書き込むなど

• 時期が来たら次の場所へ送り
出し、次の本箱を受け入れる

選んだ人から こ
の本を手に
取る人への
メッセージ
By○○

• 読んだ人は感想やコメントを付
箋に書いて貼り付ける
（透明な付箋で、文字を隠さないように
どこのコメントか判別が付くよう色分け）

出だしだけは、覚
えていた。
全部読んだのは
初めてである。

By△△

ラストの潔さが
カッコイイ。。

By□□
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本との新しい出会い方
本を介した人と人の出会い・つながり
時間と空間を越えたコミュニケーション

「旅する本箱」で起こってほしいこと

本箱
テーマⒶ

旅先①• 人が本のあるところに動くのではなく、本が人のいるところに
動いていく

• 自分にとっての日常に、期間限定で非日常がやってくる。
（サーカスや映画がやってくるようなイメージ）

• 「だれかが選んだ本」「テーマでまとまっている本」という付
加価値に、読んだ人のコメントでさらに価値が付加されてい
く

• 自分では、本屋さんや図書館にわざわざ
行かない、行けない

• 行っても自分では選ばないジャンルの本と
の偶然の出会い

• 自分が書いたコメント（アクション）が、その
場や次の場所の誰かに伝わるワクワク感
（双方向性をどうつくる?）新しい気付き・学びのタネに
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「旅する本箱」これまでの関連イベント

⚫ ラボ・デザイン会議 #12「ラボでつながる、ラボとつながる」
• 開催日：2022年12月18日（日）
• 内容：「信州・学び創造ラボ」には、いろいろなコンセプトの本棚が置いてあります。「その本棚をま
ちなかに置いたらどんなことが起こるか？」という問いに対して、
「本と出会う場所をまちに広げよう！～マイクロライブラリーを考える～」というテーマ
を設定し、考えてみました。

⚫ Labo.Cafe#21 ラボカフェ（旅する本箱のテーマを考える会）
• 開催日：2023年10月12日（木）
• 内容：「旅する本箱」企画のキックオフイベント。「旅する本箱」のテーマをみんなで考えました。

⚫ Labo.Cafe#22 ラボカフェ（旅する本箱 #2 旅支度の会）
• 開催日：2024年1月18日（木）
• 内容：前回ラボカフェで決まったテーマに基づき、本を選書。本を選んだ人からのメッセージを仕込
んだり、本にブックコートを掛けたり、ラベルを貼ったり。その場でパラパラと読んで感想を書き込ん
だり、本箱を旅に出すための支度に取り組みました。
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「旅する本箱」初代 ４つのテーマ

① 懐かしい、未来
• SFはもちろん、他にもいろいろ

② あなたも、行きたくなる
• 旅＋α？

③ もし、1週間休みがあったら
• どんなことしたい？

④ 今日、何食べよう
• 思わず唾を飲み込むような
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Labo.Cafe#21 

ラボカフェ
（旅する本箱

テーマを考える会）



「旅する本箱」初代 ４つの旅先

旅先① JR中込駅待合室（東信）

旅先② ゲストハウス フルマチ邸（南信）

旅先③ Re:Public（中信）

旅先④ 飯山赤十字病院（北信）
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「旅する本箱」旅のスケジュールと運用方法
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旅する本箱に入れる本の準備

①本の背表紙にラベルを貼ります（全冊）
どのテーマの本なのか分かるように 未・行・休・食

②本にブックコートを掛けます（全冊）
沢山の人が読んでも大丈夫なように

③ 推薦者のメッセージを貼ります（1冊目）
白紙の場所を探して貼りましょう

④ 本を読んでコメントを書きます
初回旅先の色の透明付箋を使います。文字を隠さないように

Labo.Cafe#22 

ラボカフェ
（旅支度の会）



初代旅先さんたちの本音を聞いてみたい！

⚫ 「旅する本箱」を受け入れてみて、どうでしたか？

• 良かったこと
• 大変だったこと、困ったこと

⚫ 本と本、本と人、人と人が出会うツールになれた？

⚫ これからも続けられそう？

• 続けるためには？
• あらたな旅先さんへおすすめポイントは？
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「旅する本箱」の今後の計画

⚫ テーマや旅先、もっと増やせたらいいな

⚫ 財源について（どこにコストがかかるモデルなのか）

• Learn by Creation Naganoのプロジェクトとして本の購入費、装備の消耗品、
送料＆広報ツール費を出していただいています。

• 最近、「まちライブラリー」や、みんなの図書館さんかくのような、棚ごとの「シェア
型書店」（棚のオーナーが棚の使用料を出し合う）も増えていますね。

⚫ 「旅する本箱」は、テーマや旅先が増えれば増えるほど、本代と
送料のコストがかかるモデル ・・・そこで？

• 本は、ご寄付いただくことも可能だろうか？
• 旅先が増えたら、究極のところ、お隣さんに届ける感じで送料が実質不要になる？
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事業計画：2カ年
R7は旅先、テーマを

4つずつ増やして
8カ所を旅する予定


